
はじめに

がんの医療技術は飛躍的な進歩を遂げており，これま

で以上に高度で専門的な看護実践力が要求されるように

なっている．また，がんによる死亡数は依然増加の一途

をたどっており，がん医療の整備・充実をはかるべく平

成１９年４月よりがん対策基本法が施行されがん看護の質

の向上は国の施策としても重要な課題となっている．こ

のような現状に鑑み，看護職者ががん看護の専門的能力

をレベルアップすることが求められている．つまりキャ

リアディベロップメントのための継続教育の充実が不可

欠であり，看護職者が活用しやすい教育プログラムの構

築が急務となっている．このためには，看護職者の臨床

能力や学習ニード，キャリア志向などの実態を明確化す

る必要がある．先行研究では，九州ブロックの看護職者

を対象としたキャリア形成に関する学習ニード調査１）が

報告され，社会的支援や職務満足，学習ニード等の実態

が明らかにされている．この結果は，九州沖縄の地域性

や立地条件を考慮した教育体制の必要性を報告している．

このように，キャリアディベロップメントを推進するた

めには実施する地域の実情を加味する必要があると考え
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る．特に，A県下は三大都市圏から離れた地方都市で

あり，居住区域が密集せず，散在しているため地域性が

強いと推測される．

そこで本研究では，看護職者のキャリアディベロップ

メントを支援する継続教育プログラムの構築の基礎資料

を得るために，A県下の看護職者のがん看護に関する

学習状況やキャリア志向の実態を調査することを目的と

した．

方 法

１．研究対象者および調査期間

A県下病床数１００床以上の外・内科その他複数の診療

科をもつ病院１９施設の内，研究協力の承諾が得られた１７

施設の看護職者１０１７名を対象に，２００７年１１月～１２月に実

施した．

２．調査内容と方法

１）調査内容

� 対象者の背景

年齢，性別，看護職経験年数，職位，最終学歴，婚姻

の有無，勤務場所について尋ねた．

� がん看護に関する学習状況

①がん看護に関する学習ニード

がん看護に関する学習ニードを調査するために，日本

がん看護学会の「がん看護実践に強い看護師育成研修プ

ログラム案」を参考に，がん看護に必要な知識や技術を

がん看護および看護教育に携わる教員５名で抽出した．

更に，各自で抽出した内容を教員間で再検討して２９項目

の質問項目を作成した．質問項目は〈大変必要である〉

を４とし〈全く必要ない〉を１とする４段階尺度で構成

され（２９点～１１６点），得点が高いほどその項目の学習の

必要性を強く感じていることを示した．

②がん看護に関する学習機会

がん看護に関する学習機会の状況の有無を確認した．

学習機会があると回答した場合には，学習機会として，

院内の研修参加，院外の研修参加，がん看護に関する雑

誌購読，専門知識を持つ医師や看護師の活用，学会参加，

自主的に学習会を開催の６つの項目から回答を求めた

（複数回答可）．

③がん看護に関する学習の阻害要因

がん看護に関する学習の阻害要因に関する有無と学習

を阻害する要因がある場合には，具体的内容の記述を求

めた（複数回答可）．

� キャリア志向

①職業的満足感

職業的満足感に関する質問項目は，“看護の仕事にや

りがいを感じている”“仕事上での目標がある”“今の看

護の仕事に満足している”の３項目あり，〈大変そう思

う〉を４とし〈全く思わない〉を１とする４段階尺度で

構成され，得点が高いほど質問項目のように考えている

ことを示した．

②がんに関する資格取得希望

がんに関する資格取得希望の有無と希望する場合は，

緩和ケア認定看護師，がん化学療法認定看護師，がん性

疼痛看護認定看護師，がん専門看護師，乳がん看護認定

看護師，その他の中から選択を求めた（複数回答可）．

２）データ収集方法

はじめに，対象施設の看護部長に研究協力を依頼した．

同意の得られた施設に関しては，看護部長にがん看護に

携わる機会が多い外来及び病棟（２～３か所）の選出依

頼とその場所の看護者数の確認を依頼した．事前に質問

紙を送付する部署と人数の把握した後に，研究依頼文書

と共に質問紙を直接部署に送付し，郵送法で回収するよ

うにした．

３）分析方法

SPSS１５．０Jを用いて，単純集計とSpearmanの順位相

関係数，Mann-Whitney U検定，Kruskal-Wallis検定，

�２検定を用いて記述統計処理を行った．

３．倫理的配慮

本調査は徳島大学病院の臨床研究倫理審査委員会の承

認を得て行った．本調査は無記名とし，データ処理を行

い施設名や個人名が特定されないこと，プライバシーを

保護すること，データは本調査以外の目的で使用しない

こと，および本調査の参加の有無が職務上の不利益を生

じさせないことを研究依頼文書に明記した．同意に関し

ては，質問紙を記載し，郵送した時点で本研究への同意

とみなした．

結 果

質問紙は１０１７名に配布し，回収された６８６名（回収率

６７．５％）を分析対象とした．回答にて欠損値があるもの

についてはデータを除いて分析した．
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１．対象者の背景

対象者の背景は表１に示した．２０代が１５７名（２２．９％），

３０代が１９６名（２８．６％），４０代が２２１名（３２．２％），５０代以

上が１０１名（１４．７％）であり，各世代間の人数分布の偏

りはみられず，平均年齢は３８．４±９．５４歳であった．性別

は男性が７名（１．０％），女性が６７１名（９７．８％）であっ

た．看護職経験年数の平均は１６．３±９．５０年であった．職

位に関しては，スタッフが５６２名（８３．０％）であり，次

いで副師長・主任の７５名（１１．１％）であった．最終学歴

は，専門学校が５５３名（８２．５％）であった．婚姻の有無

は既婚が４７６名（６９．８％）であった．最後に，勤務場所

は混合病棟の１９７名（２９．３％）であり，次に内科病棟の

１７７名（２６．３％）であった．

２．がん看護に関する学習状況とキャリア志向

１）がん看護に関する学習ニード

看護職者のがん看護に関する学習ニードについて図１

に示した．学習ニードは〈大変必要である〉と〈必要で

ある〉を合わせると全ての項目が８０％を超えていた．そ

の中でも，“がん患者に関する心理的サポート”は〈大

変必要である〉と回答した者が４４８名（６５．６％）と最も

高く，次いで“終末期がん患者の心理的ケア”の４３５名

（６３．６％）であった．逆に，最も低い項目は“人工臓器

や特殊装具に関する援助技術”の２２０名（３２．４％）であっ

た．

２）がん看護に関する学習機会

がん看護に関する学習機会に関しては図２に示した．

表１．がん看護に関する学習ニードと対象者の背景および学習機会，阻害要因，キャリア志向との関係

学習ニードの合計得点

n（％） 平均値 標準偏差 相関係数 p

対象者の背景 年齢†

性別

看護職経験年数†

職位††

最終学歴††

婚姻

勤務場所††

男性
女性

管理職
副師長・主任
スタッフ
その他
専門学校
短大
大学
大学院
その他
未婚
既婚
外科病棟
内科病棟
混合病棟
外来
その他

７（１．０）
６７１（９７．８）

３６（５．３）
７５（１１．１）
５６２（８３．０）
４（０．６）
５５３（８２．５）
８２（１２．２）
２１（３．１）
１（０．１）
１３（１．９）
２０６（３０．２）
４７６（６９．８）
１２９（１９．２）
１７７（２６．３）
１９７（２９．３）
１４４（２１．４）
２５（３．７）

７４．８
７５．２

７２．２
７６．８
７５．１
７２．５
７５．１
７６．１
７３．２
８８．０
７１．８
７６．０
７４．８
７６．８
７４．９
７４．７
７４．６
７５．２

１０．２３
９．８５

９．０４
８．７３
９．９９
１４．７０
９．８９
８．６８
１１．２８
０．００
３．５２
９．３５
１０．０７
９．５２
９．２７
１０．９０
９．６０
８．９８

r＝－０．１２８

r＝－０．０８３

０．００１

０．２６０

０．０３１

０．２２１

０．２９０

０．２５４

０．４２４

学習状況 学習機会

学習の阻害要因

ある
ない
ある
ない

４４５（６６．５）
２２４（３３．５）
２３５（４０．３）
３４８（５０．７）

７６．２
７３．８
７６．８
７４．５

９．９５
９．２２
１０．３２
９．６４

０．００１

０．００２

＊

＊

キャリア志向 職業的満足感
・看護の仕事にやりがいを感じている

・仕事上での目標がある

・今の看護の仕事に満足している

資格取得希望

そう思う群
思わない群
そう思う群
思わない群
そう思う群
思わない群
ある
ない

５４９（８２．３）
１１８（１７．７）
４８１（７２．９）
１７９（２６．１）
３２６（４７．５）
３３６（４９．０）
１８８（２８．１）
４８０（７１．９）

７５．６
７３．５
７６．１
７３．１
７３．０
７７．５
８０．７
７３．０

１０．００
８．９３
９．４３
１０．６２
９．８９
９．２６
７．９９
９．６５

０．０１９

０．００３

０．０００

０．０００

＊

＊

＊

＊

＊p＜０．０５ Mann-Whitney U検定，†Spearmanの順位相関係数，††Kruskal-Wallis検定
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図１．がん看護に関する学習ニード

図２．がん看護に関する学習機会 n＝４４５ （複数回答）
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学習機会の有無では，「ある」と回答した者が４４５名

（６６．５％）であった．具体的内容を複数回答で求めたと

ころ，院内の研修参加が３２４件で，次いで院外の研修参

加の２９６件であった．一方，低いのは自主的に学習会を

開催の１６件と学会参加の５５件であった．

３）がん看護に関する学習の阻害要因

がん看護に関する学習の阻害要因は図３に示した．阻

害要因が「ない」と回答した者は，３４８名（５０．７％），「あ

る」と回答した者は，２３５名（３４．３％）であった．その

内容は“時間的確保が困難”の１４７件と，次いで学習す

る場が遠いという“地理的理由”の４４件であった．

４）職業的満足感

職業的満足感は図４に示した．〈大変そう思う〉と〈そ

う思う〉を合わせて〈そう思う群〉とし，〈思わない〉

図４．職業的満足感

図３．がん看護に関する学習の阻害要因 n＝２３５ （複数回答）
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と〈全く思わない〉を合わせて〈思わない群〉として２

群間で比較した．その結果，“看護の仕事にやりがいを

感じている”は〈そう思う群〉５４９名（８２．３％）であっ

た．また，“仕事上での目標がある”の〈そう思う群〉

は４８１名（７２．９％）であった．一方，“今の看護の仕事に

満足している”は〈そう思う群〉３２６名（４９．２％）と〈思

わない群〉３３６名（５０．８％）で約半数に分かれた．

５）がんに関する資格取得希望

がんに関する資格取得希望に関しては図５に示した．

がんに関する資格取得希望が「ない」と回答した者が４８０

名（７０％），「ある」と回答した者が１８８名（２７．４％）で

あった．その内容で一番多かったのは緩和ケア認定看護

師の７３件で，次にがん化学療法認定看護師の３９件であっ

た．

３．がん看護に関する学習ニードと対象者の背景および

学習機会，阻害要因，キャリア志向との関係

がん看護に関する学習ニードの質問項目の合計得点の

平均値を対象者の背景および学習機会，阻害要因，キャ

リア志向ごとに算出したものを表１に示した．その結果，

がん看護に関する学習ニードと対象者の背景の間では有

意差は認められなかった．

次に，がん看護に関する学習ニードと学習機会，阻害

要因，キャリア志向では全ての項目間で有意差が認めら

れた．具体的には，学習機会があると回答した方が学習

ニードの合計得点の平均値が高かった（P＜０．０５）．ま

た，阻害要因があると回答した方が学習ニードの合計得

点の平均値が高かった（P＜０．０５）．職業的満足感では

“看護の仕事にやりがいを感じている”で〈そう思う群〉

の方が学習ニードの合計得点の平均値が高かった（P＜

０．０５）．“仕事上での目標がある”では〈そう思う群〉の

方が学習ニードの合計得点の平均値が高かった（P＜

０．０５）．“今の看護の仕事に満足している”では〈思わな

い群〉の方が学習ニードの合計得点の平均値が高かった

（P＜０．０５）．更に，資格取得希望者の方が学習ニード

の合計得点の平均値が高かった（P＜０．０５）．

４．職業的満足感の各項目間の関連

職業的満足感において，“今の看護の仕事に満足して

いる”と“看護の仕事にやりがいを感じている”および

“仕事上での目標がある”との間の関係性を表２に示し

た．なお，関連をみるため欠損値のある項目を除外した．

図５．がん看護に関する資格取得希望 n＝１１８ （複数回答）
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これより，“今の看護の仕事に満足している”かどう

かと“看護の仕事にやりがいを感じている”かどうかの

検定では，看護の仕事にやりがいを感じている人の方が

有意に看護の仕事に満足していた（P＜０．０５）．同様に，

“今の看護の仕事に満足している”かどうかと“仕事上

での目標がある”かどうかの検定では，仕事上での目標

がある人の方が有意に看護の仕事に満足していた（P＜

０．０５）．

考 察

１．がん看護に関する学習状況とキャリア志向について

看護職者のがん看護に関する学習ニードにおいて，２９

項目全てのニードが高く，がん看護に関する学習ニード

の高さが示されていた．このことは，神田２）の，がん診

療拠点病院看護師を対象としたがん看護に関する知識獲

得状況と学習ニード調査結果と同様であり，がん看護へ

の関心の高さが裏付けられていた．

具体的には，“がん患者に関する心理的サポート”や

“終末期がん患者の心理的ケア”の項目において〈大変

必要である〉と６０％以上が回答し，心理・精神的ケアへ

の学習ニーズの高さが示された．二渡３）は，がん従事者

は非従事者に比べて学習ニードが高く，研修受講経験の

ある看護師ほど学習ニードが高いことを報告している．

また，神田２）は緩和ケアや化学療法看護では，知識の獲

得が高くても，学習希望割合が高く，知識はあるが自信

に結び付いていないことを指摘している．これらを踏ま

えると，がん患者への心理・精神的ケアへの難しさや戸

惑いを感じ，それが学習の必要性を高めているのではな

いかと考えられた．がん患者は死や痛み，転移・再発に

対する不安や恐れ，治療に伴う機能喪失や激しい副作用

など深刻な悩みを持ち，大きく気持が揺れ動く状況にあ

る４）．特に，終末期においては生きている意味や自分の

存在価値を見失うスピリチュアルペインを持ちやすく，

人間の根源的な苦悩に対するケアが求められる．このよ

うな，終末期がん患者の心理・精神的ケアに難渋してい

ることやそれが看護師のストレスを高めていることは報

告されている５‐７）．

これより，がん患者のケアの難しさや戸惑いを生じさ

せやすい状況が，学習の必要性を強く感じさせる背景に

あると推察された．これは，がん看護に関する資格取得

希望で緩和ケア認定看護師の希望が群を抜いて高いこと

からも，推測される．

逆に，学習ニードが最も低い項目は“人工臓器や特殊

装具に関する援助技術”であった．これは，特殊な援助

技術でケア提供の機会が少ないことから，他の学習項目

と比べると必要性が低かったのではないかと考えられた．

がん患者の体験する喪失は，形態・機能の喪失，自尊心

の喪失，ボディイメージの喪失など多岐にわたる８）．特

に，形態・機能の喪失はがん患者が生活者として社会で

生きるためには，心身に影響を与えるとても重要なケア

である．うまく喪失に適応できないときは，自己概念を

揺るがし，危機状態に陥るといわれる８，９）．このことか

らも，喪失の状況を補う人工臓器や特殊装具に関する援

助技術の学習機会を意図的に取り入れなければ学習機会

が持ちにくいことが示唆された．

がん看護に関する学習機会の状況は，院内外の研修が

主な学習機会の場であり，学会参加や自主的に学習会を

開催する機会は少なかった．学習の阻害要因では時間的

確保の困難が最も多く，次いで地理的理由であった．こ

の結果より，自分たちが積極的に動いて知識を獲得する

ような学習方法では，学習がうまく進まないことを示し

ていた．これには，施設の協力体制や地方都市ゆえの交

通事情が関与していると考えられた．A県下において

の学習機会を増やす第一段階としては，自主的な学習を

求めるよりは，研修やセミナーなど学習の機会を整備す

ることがキャリアディベロップメントを形成する第一歩

だと考えられた．

職業的満足感に関しては，看護の仕事へのやりがいや

目標を持っている看護職者が多かった．逆に，看護の仕

表２．職業的満足感の各項目間の関連 n＝６５０

今の看護の仕事に満足している

そう思う群 思わない群 p

看護の仕事にやりがいを感じている
そう思う群 ４３９人 ９７人

０．０００
＊

思わない群 ３４人 ８０人

仕事上での目標がある
そう思う群 ２１３人 １０７人

０．０００
＊

思わない群 ２６０人 ７０人

�２検定 ＊p＜０．０５

がん看護に関するキャリアディベロップメント ４７



事に満足と回答した者は約半数にとどまっていた．これ

は，看護の仕事へのやりがいや目標を持ち，志高く看護

援助を提供している反面，実際には満足感を得ていない

ことを示していた．先行研究１０‐１３）において，職務満足の

低さがバーンアウトに繋がることは報告されている．こ

のままでは燃え尽き症候群への移行が十分に考えられ，

仕事への満足を改善するための手立てを早急に講じなけ

ればならない現状が示されていた．

２．がん看護に関する学習ニードと対象者の背景および

学習機会，阻害要因，キャリア志向との関係について

今回の結果から，学習ニードには，学習機会，学習の

阻害要因，キャリア志向が関連していることが明らかに

された．

学習機会や阻害要因があると回答した者の方ががん看

護の学習ニードを高く持っていた．これより，学習機会

は自身の不足部分や新たな知識を得る場となり，更なる

学習ニードを高める契機となることを示していた．臨床

とリンクした学習であれば，その効果はより高くなるこ

とが推察される．また，学習の阻害要因のために学習で

きていない背景が，学習ニードを高めることを示してい

た．これより，A県下で効率よく学習ニードに応えて

いくには，対象となる看護職者の臨床状況を加味する必

要がある．そのため，施設側が教育側に情報提供できる

ような連携が必要不可欠である．時間的確保が難しい現

状には，勤務時間内で学習機会が持てる配慮を促すこと

も，学習支援に繋がる．加えて，阻害要因のため学習機

会が持てない看護職者の学習ニードへの対処を考えてい

かなければならない．

学習ニードとキャリア志向の関連では，看護の仕事に

やりがいや目標，資格取得希望を持っている看護職者の

方が，学習ニードが有意に高かった．これより，職務に

臨む上での将来設計を明確にすることが，学習ニードを

高め，キャリアディベロップにつながると考えられた．

加えて，緩和ケア認定看護師や化学療法認定看護師の資

格取得希望が多かったことから，緩和ケアや化学療法に

関する認定看護師や専門看護師の講演会の開催や育成計

画を進めることがキャリアディベロップメントを推し進

めていく力になると考えられた．

次に，仕事に満足していない看護職者の方が学習ニー

ドを高く持っていた．これには，学習ニードが高いゆえ

に仕事への満足ができていない背景が推測できた．つま

り，看護職者の学習ニードの充足が，満足感へ反映する

ことを示しており，研修体制が整っているほど職務満足

が高いことを報告している先行研究１４）と同様の結果で

あった．

加えて，職業的満足感の項目間の関連より，“今の看

護の仕事に満足している”かどうかと“看護の仕事にや

りがいを感じている”および“仕事上での目標がある”

では，看護の仕事にやりがいを感じている人や仕事上で

の目標がある人の方が，有意に看護の仕事に満足してい

た．これより，今の看護の仕事への満足が看護の仕事の

やりがいや，仕事上での目標に関連することが示された．

よって，やりがいや目標は学習ニードを高めるだけでな

く，満足感にも関連することが示唆された．職業的満足

感には充実感が影響しているといわれ１５），やりがいや目

標を持つことで看護への充実性を高めることが満足へつ

ながると推察できた．このことから，A県下における

学習ニードを充足させていくことは，キャリアディベ

ロップメントを構築するだけでなく，職業的満足度も高

め，離職者の制御にも繋がると推察できる．

A県下でのキャリアディベロップの構築を目指して

いくためには，施設側と教育側が連携して，緩和ケアや

化学療法に関する学習機会を提供し，早急に学習ニード

を充足させていく必要性が示唆された．それと同時に，

学習機会が持てない看護職者の学習ニードへの対処を含

め，看護職者自身の将来設計を考える継続教育のシステ

ムを考えていかなければならない．

結 論

本研究の結果より，以下のことが明らかになった．

１．看護職者のがん看護に関する学習状況とキャリア志

向について，がん看護に関する学習ニードは全ての項目

で高かった．特に，“がん患者に関する心理的サポート”

や“終末期がん患者の心理的ケア”が高く，低い項目は

“人工臓器や特殊装具に関する援助技術”であった．が

ん看護の学習機会が「ある」と回答した者が多く，院内

の研修参加が最も多かった．学習の阻害要因では「ない」

と回答した者が多く，「ある」と回答した者からは“時

間的確保が困難”が多かった．職業的満足感は“看護の

仕事にやりがいを感じている”と“仕事上での目標があ

る”は〈そう思う群〉が多く，“今の看護の仕事に満足

している”では約半数に分かれた．がんに関する資格取

得希望が，「ない」と回答した者が多く，資格取得希望

が「ある」の中では，緩和ケア認定看護師が多かった．
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２．がん看護に関する学習ニードと対象者の背景および

学習機会，阻害要因，キャリア志向との関係について，

がん看護に関する学習ニードと対象者の背景の間では有

意差が認められなかった．がん看護に関する学習ニード

と学習機会，阻害要因，キャリア志向の間では全ての項

目間で有意差が認められた．

３．職業的満足感の項目間の関連では，“今の看護の仕

事に満足している”かどうかと“看護の仕事にやりがい

を感じている”および“仕事上での目標がある”では，

看護の仕事にやりがいや仕事上での目標がある人の方が，

有意に看護の仕事に満足していた．
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Abstract The objective of this study was to elucidate the actual conditions of learning needs for cancer

nursing and career-intended mind among nursing staff in Prefecture A in order to obtain basic information

for establishing a continuing educational programs as support for developing a career of nursing staff. A

survey was conducted on１０１７nurses working at one of１７hospitals with ＞－１００beds in Prefecture A that

have both a department of surgery and a department of internal medicine. Answers from６８６ nurses

（response rate,６７．５％）were analyzed. The results indicated that there was a high level of learning needs

in all learning items regarding cancer nursing. In addition, many nurses answered that they had

opportunities to learn cancer nursing or that they had no obstacles to learn. Regarding job satisfaction,

many nurses answered that they“feel worthwhile in nursing work”and“have objectives in their jobs”and

approximately half of them answered that they“are satisfied with current nursing work”. Few nurses had

a desire to acquire qualifications for being engaged in a high level of cancer care. In comparison of average

scores of learning needs, nurses who answered there was a learning opportunities have higher scores than

total average scores（P＜０．０５）.

In addition, learning need was high the one where had a hindrances to learning（P＜０．０５）. As for the

learning needs regarding cancer nursing and the relations of the career intention, learning need was higher

Agree group in“find nursing work rewarding”（P＜０．０５）and“have career objectives”（P＜０．０５）.

Furthermore, learning need was higher Disagree group in“are satisfied with current nursing work”（P＜

０．０５）. Learning need was higher a qualification applicant（P＜０．０５）. These findings indicate a high level

of learning needs regarding cancer nursing. It is necessary for“career development regarding cancer

nursing”to be filled up in cooperation and learning need.
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